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研究センター名 中東・イスラーム研究センター 

 

Ⅰ． 研究成果の概要 (公開項目)  ※１ページ以内にまとめること 

本欄には、研究センターの実施した全ての研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、項目立てなどをおこないできるだけわかり

やすく記述してください。 

■当センターの設置とその目的  

2019 年 10 月 1 日に設置された「中東・イスラーム研究センター（Center for Middle Eastern and Islamic Studies、CMEIS〔シー

メイス〕）」は、立命館大学の総合私立大学としての強みを最大限に活かし、多様な学問的背景を持ったスタッフの力を結集す

ることで、①学際性を特長とする総合的な中東・イスラーム研究を推進していくこと、そして、②最先端の研究の追求を通して、

中東・イスラームに関する総合的な知を備えた次世代の研究者・専門家の育成に取り組むことを目的とし、これまで活動を続け

てきた。現状、（1）政治・国際関係、（2）文化・ジェンダー、（3）歴史・広域ネットワーク、（4）社会・経済システムの 4 つのユニット

（研究領域）を組織し、個別の研究の推進に取り組んでいる。 

 

■2023 年度の活動 

 ①について、過年度より引き続き 4 つのユニットを基本単位として国内外での研究活動に注力した。主たる研究成果は以下

のとおりである。 

出版 

・SUECHIKA, Kota, ““Measuring ‘State-Diffusion’ in Post-Conflict Authoritarian Syria: Evidence from the 2021 Public Opinion 
Survey,” Mediterranean Politics (online first, 2023), 

・KURODA, Ayaka, “I‘āda al-Naẓar fī Niqāshāt al-Dīn wa al-Dawla fī Miṣr al-Mu‘āṣira (Rethinking Discussions on “Islam” and 
“State” in Contemporary Egypt),” translated by Muḥammad Ṣalāḥ ‘Alī, in Ibrāhīm al-Bayyūmī Ghānim  and Nādiya Maḥmūd 
Muṣṭafā, eds. Manhaj al-Naẓar al-Ḥaḍārī fī Qaḍāyā al-Umma: Qirā’a fī Fikr Ṭāriq al-Bishrī （Cairo: al-Dār al-Maghribīya li-l-
Nashr wa al-Tawzī‘, 2023）など 

・CMEIS Report No. 11 と 12 を刊行 

研究会などの開催 

・CMEIS Book Launch を計 5 回主催（オンライン開催） 

・現代中東研究コロキアム研究会を計 3 回主催（ハイブリッド開催） 

・国際ワークショップ、The CMEIS-CSS Joint International Workshop “Exploring Social Resilience of 

Jordan: Formal and Informal Resource Allocations”を主催（2024 年 10 月） 

 

 ②について、主たる成果は以下のとおりである。 

 

・米田優作（大学院生）：国内学会報告 1 回、国際学会報告 2 回 

・望月葵（学振 PD）：国内学会報告 1 回、国際学会報告 6 回、2024 年 4 月に国立小松大学の任期なし教員ポストに就職決

定 

・桐原翠（専門研究員）：国内学会報告 1 回、国際学会報告 2 回、2024 年 4 月に京都府立大学の任期なし教員ポストに就職

決定 

・足立真里（学振 PD）：国際学会報告 1 回、2024 年 4 月より学振 PD に採用 

 

 

書式 C（WORD） 



Ⅱ． 拠点構成員の一覧 (公開項目) ※ページ数の制限は無し 

本欄には、2024 年 3 月 31 日時点で各拠点にて所属が確認されている本学教員や若手研究者・非常勤講師・客員研究員等の構成員を全て記載し

てください。区分が重複する場合は二重に記入せず、役割が上にあるものから優先し全て記載してください。また、若手研究者の条件に当てはまる場

合は、必ず若手研究者欄に記載をしてください。 

※若手研究者とは、立命館大学に在籍する以下の職位の者と定義します。 

①専門研究員・研究員、②補助研究員・RA、③大学院生、④日本学術振興会特別研究員（PD・RPD） 

役割 氏名 所属 職位 

センター長 末近浩太 国際関係学部・ 教授 

運営委員 

阿良田麻里子 食マネジメント学部 教授 

吉川卓郎 APU アジア太平洋学部 教授 

小杉泰 立命館アジア・日本研究機構 特任教授 

嶋田晴行 国際関係学部 教授 

鳥山純子 国際関係学部 准教授 

馬場多聞 文学部 准教授 

山下範久 グローバル教養学部 教授 

学内教員 
（専任教員、研究系教員等） 

池端蕗子 衣笠総合研究機構 RARA 研究教員（准教授） 

小澤一郎 文学部 任期制教員Ｂ（准教授） 

黒田彩加 立命館アジア・日本研究機構 
特別招聘研究教員（准教

授） 

竹田敏之 立命館アジア・日本研究機構 特別招聘研究教員（准教

授） 

ダヌシュマン イドリス 国際関係学部 准教授 

ハシャン アンマール 立命館アジア・日本研究機構 特別招聘研究教員（准教

授） 

アシャデオノ フィトリオ 政策科学部 任期制教員（助教） 

ラシット フセイン グローバル教養学部 任期制教員Ｂ（准教授） 

学
内
の
若
手
研
究
者 

専門研究員 

研究員 

初任研究員 

足立真理 衣笠総合研究機構 プロジェクト研究員 

桐原翠 立命館アジア・日本研究機構 専門研究員 

望月葵 衣笠総合研究機構 専門研究員 

補助研究員・リサーチアシ

スタント 
  

 

大学院生 

米田優作 国際関係研究科 博士後期課程 

ウェルズ桜 国際関係研究科 博士後期課程 

アバーディー へバ テクノロジー・マネジメント研究科 博士後期課程 

   

学振特別研究員 

（ＰＤ・ＲＰＤ） 

   

   

その他の学内者 

（非常勤講師・研究生・研修生等・

博士前期課程院生等） 

佐藤たき 食マネジメント研究科 博士前期課程 

   

   

客員協力研究員 
モハメド エタウィ 衣笠総合研究機構 客員研究員 

   

その他の学外者 

（他大学教員・若手研究者等） 

   

   

センター構成員    計 24 名  （うち学内の若手研究者 計 6 名） 



 

Ⅲ．研究業績 (公開項目)   ※ページ数の制限は無し ※to be published,の状態の業績は記載しないで下さい。 

本欄には、「Ⅱ． 拠点構成員の一覧」に記載した研究者の研究業績のうち、拠点に関わる研究業績を全て記載してください。（2024年3月31日時点） 

 
１．著書 

No. 氏名 著書・論文等の名称 
単著・共

著の別 
発行年月 

発行所、発表雑誌（及び巻・

号数）等の名称 
その他編者・著者名 担当頁数 

1 末近浩太 

「中東戦争と石油危機（資

源ナショナリズム、南北問

題、パレスチナ問題）」立命

館大学国際平和ミュージア

ム編『図録 立命館大学国際

平和ミュージアム』 

単著 2023年9月 合同出版 
立命館大学国際平和

ミュージアム 
pp.95 

2 鳥山純子 
「家父長制―中東」『論点・

ジェンダー史学』 
単著 2023年 ミネルヴァ書房 

山口みどり, 弓削尚

子, 後藤絵美, 長志

珠絵, 石川照子編 
pp.224-225 

3 池端蕗子 
「イスラム教」,『ブリタニ

カ国際年鑑』2023年度版 
単著 2023年5月 ブリタニカ・ジャパン  pp.168-169 

4 竹田敏之 
「デジタル化される聖典：

クルアーンとハディースの

音と文字」 
単著 2024年2月 

『イスラーム・デジタル人

文学』第2章, 人文書院 
須永恵美子・熊倉和

歌子編 
pp.36-65 

5 
Ayaka 
Kuroda 

“Society, Politics, and 
Ideologies in the Modern 
Arab East: A Trans-Asian 
Academic Roundtable” 
(AJI Books) 

共編著 2023年5月 
Asia-Japan Research 
Institute, Ritsumeikan 
University 

Shun Watanabe pp. 48-63 

6 黒田彩加 
「オンライン説教—
YouTubeと Instagram時

代のイスラーム」 
単著 2024年2月 

『イスラーム・デジタル人

文学』, 人文書院 
須永恵美子・熊倉和

歌子編 
pp. 66-68 

7 
Ayaka 
Kuroda 

“I‘āda al-Naẓar fī Niqāshāt 
al-Dīn wa al-Dawla fī Miṣr 
al-Mu‘āṣira (Rethinking 
Discussions on “Islam” and 
“State” in Contemporary 
Egypt),” translated by 
Muḥammad Ṣalāḥ ‘Alī, in 
Ibrāhīm al-Bayyūmī 
Ghānim  and Nādiya 
Maḥmūd Muṣṭafā, eds. 
Manhaj al-Naẓar al-Ḥaḍārī fī 
Qaḍāyā al-Umma: Qirā’a fī 
Fikr Ṭāriq al-Bishrī（『ウン

マの諸問題に対する文明的

視座の方法論――ターリ

ク・ビシュリーの思想を読

む』 

単著 2023年9月 

al-Dār al-Maghribīya li-l-
Nashr wa al-Tawzī‘ 
（アラビア語） 
※日本中東学会第34号1
巻掲載論文の翻訳 

 pp. 959-994 

8 
Ayaka 
Kuroda 

“al-Inbi‘āth al-Ḥaḍārī wa 
Naqd al-Ḥadātha al-
Gharbīya: Muqārana 
bayna Miṣr wa al-Yābān
（「文明の復興と西洋近代

批判：日本とエジプトをめ

ぐる比較考察」）,” in 
Ibrāhīm al-Bayyūmī 
Ghānim  and Nādiya 
Maḥmūd Muṣṭafā, eds. 
Manhaj al-Naẓar al-
Ḥaḍārī fī Qaḍāyā al-
Umma: Qirā’a fī Fikr 
Ṭāriq al-Bishrī（『ウンマ

の諸問題に対する文明的視

座の方法論――ターリク・

ビシュリーの思想を読む』 

単著 2023年9月 

al-Dār al-Maghribīya li-l-
Nashr wa al-Tawzī‘ 
（アラビア語） 
 

 pp. 1003-1028 



9 
Ammar 
Khashan 

(Editor), “The 
Development of Islamic 
Economics for Social 
Welfare: Reassessing 
Waqf, Zakat, and Takaful 
in Asia” 

単著 2024年3月 
Asia-Japan Research 
Institute, Ritsumeikan 
University 

 p.105 

 
２．論文 

No. 氏名 著書・論文等の名称 
単著・共

著の別 
発行年月 

発行所、発表雑誌、

巻・号数 
その他編者・著者名 担当頁数 

査 読

有無 

1 末近浩太 

「紛争後の非リベラルな

国家建設を市民はどのよ

うに認識するのか：2021
年シリア世論調査結果の

分析から」 

共著 
2023年

12月 

『比較政治学会年

報』第25号 
 

山尾大 PP．53～80 有 

2 
Kota 
Suechika 

“Measuring ‘State-
Diffusion’ in Post-
Conflict Authoritarian 
Syria: Evidence from 
the 2021 Public Opinion 
Survey” 

単著 
2023年

12月 
Mediterranean 
Politics 

 

https://www.tandfonline.

com/doi 

/full/10.1080 

/13629395.2023.229195

7 

有 

3 末近浩太 
「パレスチナ問題の忘却

が生む分断」 
単著 

2023年

12月 
『Voice』553号  pp. 68-75 無 

4 末近浩太 

“Special Feature: 
Revisiting Islam and 
Politics in Egypt’s ‘New 
Republic’” 

単著 
2024年3
月 

『イスラーム世界

研究』17巻 
 pp.1-2 有 

5 吉川卓郎 

「鄰國眼中的以色列－加

薩戰爭：以約旦為例 」
(How Neighbours 
Perceive the Israeli-
Gaza War: The Case of 
Jordan) 

単著 
2023年

12月 
『欧亜研究』26  pp.49-54 無 

6 鳥山純子 
「家父長制はマザコン生

成装置なのか――現代モ

ロッコの嫁姑問題から」 
単著 

2023年5
月 

『エトセトラ』

Vol. 9 
  pp.84-89 無 

7 
İdris 
Danışman 

“Religious Coexistence 
in Türkiye: Millet 
System of the Ottomans 
and "Seventy-two 
Religious Communities" 
of Yunus Emre” 

単著 
2023年6
月 

“A Theological 
Dialogue on the 
Notion of 
Conscience 
(Vicdân) in 
Christianity and 
Turkish Islamic 
Thought” 

 pp.1-13 有 

8 
ダヌシュマ

ン 
イドリス 

「イスラームにおける災

害の捉え方—２０２３年

トルコ・シリア大地震を

めぐる世論と宗教者の活

動」 

単著 
2023年

12月 
東洋学術研究 第
62巻第2号 

 pp.286-304 有 

9 
Fitrio 
Ashardiono 

POTENTIAL OF 
BLACK SOLDIER FLY 
(BSF) IN REDUCING 
MUNICIPAL FOOD 
LOSS AND WASTE 
(FLW) AT TAMAN 
SARI DISTRICT, 
WEST JAKARTA 

共著 
2023年6
月 

Indonesian 
Journal of Urban 
and 
Environmental 
Technology Vol.6 
No.2 

Tasya Oemar, 
Pramiati 
Purwaningrum, 
Ratnaningsih 
Ruhiyat 

pp.132-144 有 

10 
Ayaka 
Kuroda 

“Book Review: Zaynab 
El Bernoussi, Dignity in 
the Egyptian 
Revolution: Protest and 
Demand during the 
Arab Uprisings” 

単著 
2023年6
月 

Protest 3(1)   無 

11 
ハシャン・

アンマー

「イスラームは、豚肉と

飲酒を禁じて何を得た

か：日本におけるハラー

共著 
2023年8
月 

『立命館アジア・

日本研究所学術年

報』第4号 
 pp.96-101 有 



ル、桐原翠 ル経済研究の視座と展

望」（研究報告） 

12 桐原翠 

「ムスリム移民・難民か

ら考える宗教的『戒律』―
ハラールから生み出され

る新たな消費文化―」 

単著 
2023年

10月 

『南山文化研究所 

研究所報』 
Vol.33 

 pp124-132 有 

13 望月葵 

「＜研究報告＞難民の帰

属と社会的包摂：シリア

難民危機以後の国際社

会」（研究報告） 

単著 
2023年8
月 

『立命館アジア・

日本研究所学術年

報』第4号 
 pp. 102-106 有 

 
３．研究発表等 

No. 氏名 発表題名 発表年月 発表会議名、開催場所 その他発表者名 

1 
Kota 
Suechika 

“Political Communication 
Strategy in Consociational 
Democracy: A Quantitative Text 
Analysis of Hezbollah’s al-Manar” 

2023年5月 

OBIC Conference 2023 “Energy Crisis 
and Security Challenges in the World: 
Sustainable Responses of the Asian 
Economies and Societies” 

 

2 
Kota 
Suechika 

“Political Communication 
Strategy of Lebanese Hezbollah 
under Political Crises: A 
Quantitative Text Analysis of al-
Manar Channel” 

2023年6月 
The 25th Mediterranean Studies 
Association Annual International 
Congress 

 

3 
Kota 
Suechika 

“Syrians’ Perception of the Post-
Conflict Reconstruction under 
Assad’s Authoritarian Rules: A 
Quantitative Analysis of the 2021 
Public Opinion Survey” 

2023年7月 
BRISMES Annual Conference 2023 
“Ecology, Crisis, and Power in the 
Middle East”, University of Exter, UK 

 

4 
Kota 
Suechika 

“Contested Statehood in Post-
conflict Authoritarian Syria: A 
Quantitative Analysis of the 2021 
Public Opinion Survey” 

2023年7月 
The IPSA 27th World Congress of 
Political Science 

 

5 
Kota 
Suechika 

“Lebanese Hezbollah’s Political 
Communication Strategy in 
Consociational Democracy, 2016-
2020: A Quantitative Text Analysis 
of Al-Manar” 

2023年9月 
The 8th International Forum on Asia 
and the Middle East 

 

6 
Kota 
Suechika 

“Reconsidering ‘State-Diffusion’ 
in Jordan: Evidence from a List 
Experiment Survey” 

2023年11月 
Middle East Studies Association 
(MESA), The 57th Annual Meeting 

 

7 
Kota 
Suechika 

“Syria’s geostrategic significance 
after the Iran-Saudi 
Reconciliation” 

2023年9月 

The 4th Fudan Forum on Middle 
Eastern Studies “The Middle East 
Reconciliation and the Role of Great 
Power” 

 

8 
Kota 
Suechika 

“Measuring the State-Diffusion 
in Jordan: Evidence from an 
Experiment Survey” 

2023年10月 

The CMEIS-CSS Joint International 
Workshop “Exploring Social Resilience 
of Jordan: Formal and Informal 
Resource Allocations” 

 

9 末近浩太 
「ヨルダンの「国家拡散」を測る：

リスト実験によるサーベイ結果の分

析から」 
2023年10月 

「中東の実験政治学ワークショップ：

Qualtricsによる実習」科学研究費補助

金・基盤研究（A）「中東諸国民の政策

選好と統治の正当性」研究会 

 

10 末近浩太 
「「10月7日」以降のパレスチナ情

勢」 
2023年12月 

一般財団法人キヤノングローバル戦略

研究所（CIGS）「脱炭素と中東エネル

ギー地政学研究会」研究会 
 

11 
Takuro 
Kikkawa 

“Structures and networks of 
political corruption in Jordan: 
privatisation, new elite networks 
and constitutional reform as 
corruption-enhancing factors” 

2023年6月 
25th Annual Mediterranean Studies 
Association International Congress 

 

12 
Takuro 
Kikkawa 

“Regime Security in Arab 
Monarchies: The case of Jordan” 

2023年11月 
Master Program of Middle Eastern 
and Central Asian Studies, National 
Chengchi University 

 

13 鳥山純子 「二十年目の赤っ恥」 2023年4月 イスラームとジェンダー科研おとな  



研、東京外国語大学本郷サテライトキ

ャンパス 

14 
Junko 
Toriyama 

Taste of Knowledge “Where to? 
The  direction of a book Taste of 
Knowledge." 

2023年8月 

At International Workshop Taste of 
Knowledge #3, Editing Fieldwork and 
Friendship. At NIMAR, Rabat, 
Morocco. 

 

15 
Junko 
Toriyama 

“Critical Studies of Home Making 
and Migration in the Middle East 
and  
North Africa.” 

2023年9月 
At FIELD WORKS: Workshop on 
KULTE 1779. At New KULTE Art 
Center. 

 

16 
Junko 
Toriyama 

“NIMAR: The Hub, multilateral 
cooperation between Japan and 
NIMAR,  
LUCAS and Moroccan colleagues”.  

2024年2月 

The Netherlands collaborations:  
With the President of Leiden 
University, Prof. OTTOW, At Faculté 
des Lettres et des Sciences Humaines 
Faculty of Letters, Rabat, Morocco. 

 

17 馬場多聞 
「海を渡る食材：中世のイエメンと

インド洋西海域」 
2023年11月 

2023年度イスラーム信頼学／地域研究

コンソーシアム一般公開シンポジウム

「いま、地域から「豊かな食」と「つ

ながり」を考える」 

 

18 馬場多聞 
「移動の文明誌―「自由」と「不自

由」の間で―」（座談会） 
2023年1月8
日 

国立民族学博物館共同研究会「人類史

における移動概念の再構築－『自由』

と『不自由』の相克に注目して」, 立命

館大学 

 

19 馬場多聞 

「中世のイエメンと穀物類」（「紛争

と食糧問題：小麦シフトの罠にはま

ったイエメン」に寄せて）（デイス

カッサント） 

2024年2月

15日 
「有事と食糧」研究会連続ワークショ

ップ第三回, オンライン開催 
 

20 
Fukiko 
Ikehata 

“The process of making “Official 
Islam”: Rethink the Role of 
International Ulama Network” 

2023年7月3
日 

BRISMES Annual Conference 2023 
“Ecology, Crisis, and Power in the 
Middle East”, University of Exter, UK 

 

21 
Fukiko 
Ikehata 

“Legitimacy, Official Islam and 
International Norm: Population 
Control Policy of Iran” 

2023年7月

15日 
the 27th IPSA World Congress of 
Political Science 

 

22 
Fukiko 
Ikehata 

“Faith-Based Local Networks in 
Contemporary Jordan: The 
Resilience of Social Ties” 

2023年10月

14日 

International Workshop “Exploring 
Social Resilience of Jordan and 
Informal Resource Allocations”, 
Ritsumeikan 

 

23 
Fukiko 
Ikehata 

“Discussion on Halal Life Norms 
by Shariah Scholars in the Global 
Knowledge Network: A Case of the 
Modern Practices of the 
International Agreement-Making 
in the Islamic World” 

2023年11月 

1st International Conference on 
Islamic and Halal Economic Studies 
(ICIHES) & 3rd International 
Conference on Islamic Law, Economics 
and Finance (SPEKI) 2023 

 

24 池端蕗子 
「イスラーム諸国の「人権」規範形

成と国際的な信頼醸成：イスラーム

協力機構の事例から」 

2023年8月8
日 

イスラーム信頼学研究会  

25 池端蕗子 
「現代中東・イスラーム諸国の地域

協力機構：緩やかな連帯のメカニズ

ム」 

2024年1月

20日 
現代中東地域研究コロキアム第8回研

究会 
 

26 小澤一郎 
「19世紀イランの兵員徴用関係写

本の検討：アミーレ・キャビールの

軍制改革をめぐって」 

 2023年10
月 

2023年度東洋史研究会大会、京都大学  

27 
Ichiro 
OZAWA 

“Mercantile Communities and 
Commercial Practices in Muscat 
at the Turn of the 19th and 20th 
Centuries” 

2023年11月 

2023 Asia Culture Center 
International Academic Symposium: 
Rediscovering Southwest Asia: Urban 
Culture and Lifestyle, Seoul: Seoul 
Museum of History 

 

28 竹田敏之 
アラビア語研究の新分野としての文

法源学（Usul al-Nahw） 
2023年5月 

日本中東学会第39 回年次大会、筑波大

学地中海・北アフリカ研究センター 
 

29 
Toshiyuki 
Takeda 

“Orality in Islamic and Arabic 
Poetic Traditions: Focusing on Its 
Contemporary Revival after the 
ICT Revolution” 

2023年12月 
Asia Pacific Conference 2023, 
Ritsumeikan Asia Pacific University 

 

30 
Toshiyuki 
Takeda 

“Arabic Language, Mobility, and 
Cross-border Networking of 

2023年7月 
AJI International Symposium: NUQ-
RU Global Symposium on Language, 

 



Shinqiti Intellectuals: Mauritania, 
the Arab Gulf, and Beyond in the 
Globalized World” 

Mobility and Knowledge Production in 
the New Era 

31 
İdris 
Danışman 

“Poetry as a cultural bridge 
between religious scripts and 
Ordinary religious life in 
Contemporary Global Turkish 
Communities” 

2023年12月 

Panel on "Poetic Imagination, Orality, 
and the Digital Revolution in Islamic 
Societies of West Asia: Towards 
Theorization and Comparison" at The 
Asia Pacific Conference 2023 

 

32 
Fitrio 
Ashardiono 

Day1 “Optimizing the Potential of 
Indonesian Coffee Market 
Approach”, Day2 “Indonesian 
Coffee Industry and Climate 
Change” (Chair) 

2023年12月 

Securing the Future of Indonesian 
Coffee: Potential and Challenges of the 
Coffee Industry, Ibaraki Campus, 
Ritsumeikan University 

 

33 
ハシャン・

アンマール 

「現代ワクフ（寄進財産）研究とイ

スラーム・フィンテックの新段階へ

向けて：課題と展望」 
2023年5月 

日本中東学会第39 回年次大会、筑波大

学地中海・北アフリカ研究センター 
 

34 
Ammar 
Khashan 

“Beyond the Ocean of Cultural 
Differences: Intimate Reflections 
on the Language Cosmoses of 
Arabic and Japanese” 

2023年7月

11日 

The NUQ-RU Global Symposium on 
“Language, Mobility and Knowledge 
Production in the New Era” at 
Ritsumeikan University, OIC Campus, 
B412 

 

35 
Ammar 
Khashan 

“Bridging Arabic and Japanese: 
The Study of Islamic Finance in 
the Japanese Linguistic 
Landscape” 

2023年10月

6日 

Hokkaido University's 2023 Modern 
Japanese Studies Program, (Invited 
lecture), at Hokkaido University, 
Student Communication Station Room 
111 

 

36 
Ammar 
Khashan 

“Investigating Halal Financial 
Terminologies in the Quran: A 
Semiotic Analysis of Wafa, Halal, 
and Tayyib and Their Implications 
for Contemporary Islamic 
Finance” 

2023年12月

3日 

Asia Pacific Conference 2023, 
Ritsumeikan Asia Pacific University 
(Room: J105) 

 

37 
Ammar 
Khashan 

“Reconfiguration of 
Takaful/Islamic Welfare under 
Modern Economic Conditions: 
Navigating between Nass-based 
Zakat and Ijtihad-based Waqf 
through Nuzum Perspectives” 

2024年2月

27日 

Fifth International Colloquium on 
Asian Paths of Civilization and 
Development: Promoting Post-COVID 
International Collaboration, at 
Ritsumeikan University (Room B412, 
Osaka Ibaraki Campus) 

 

38 
Ammar 
Khashan 

“An Etymological Analysis of Aqd, 
Amana, and Wafa Social Value 
Bases for Transactions and 
Mutual Trust in the Islamic 
Market” 

2024年3月

13日 

International Workshop in Islamic 
Trust Studies: Envisioning Islamic 
Socio-Economic Systems: Innovations 
in Legal and Practical Frameworks, at 
Ritsumeikan University (Online, 
Osaka Ibaraki Campus) 

 

39 
Mari 
Adachi 

“A Study of Riyā’ and Taqwā in 
Cyberspace Posts: An Analysis of 
Twitter(X) Big Data Regarding 
Zakat in Indonesia” 

2024年2月 

5th International Colloquium on Asian 
Paths of Civilization and 
Development: Islamic Welfare 
Activities in the Era of Digital 
Transformation: Exploring the Latest 
Innovations on Zakat and Waqf in 
Asia, Ibaraki Campus, Ritsumeikan 
University, Online 

 

40 
Ayaka 
Kuroda 

The Japan-Jordan International 
Research Workshop“Everyday 
Life and Social Dynamics in the 
Middle East: Towards a New 
Analytical Perspective”（ディスカ

ッサント） 

2023年8月

21日 
CMEIS, Ritsumeikan University 
&CSS, University of Jordan, Online 

 

41 桐原翠 
「国際的なハラール産業の拡大

の新動向：マレーシアのイスラ

ーム経済政策との相関から」 

2023年 5月

14日 
日本中東学会第39回年次大会, 筑
波大学 

 

42 
Midori 
Kirihara 

“A New Trend of Halal 
Consumption in the Modern 
Islamic World: Expression and 
Public Acceptance of Japanese 

2023年 12月

3日 
Asia Pacific Conference at 
Ritsumeikan Asia Pacific University 

 



Entertainment Content,” 

43 
Midori 
Kirihara 

“Can Japanese Food Culture Play 
a Positive Role in the Islamic 
World? Malaysia’s Halal Economic 
Initiative, Global Halal 
Certification, and Japan’s 
Industrial Aspirations” 

2023年11月

29日 

1st International Conference on 
Islamic and Halal Economics Studies 
(ICIHES) & 3rd International 
Conference on Islamic Law, Economics 
and Finance (SPEKI)  at Malaysia 

 

44 
Aoi 
Mochizuki 

“Will Japan Contribute to Syrian 
Refugees’ Resettlement? 
Reflections on Japan’s Middle 
East Policies and Refugee 
Acceptance” 

2023年7月4
日 

BRISMES 2023 Conference, Exeter 
University, UK 

 

45 
Aoi 
Mochizuki 

“Japan’s Humanitarian Response 
to The Syrian Refugee Crisis: 
Cultural Coexistence vs Refugees’ 
Belongingness” 

2023年7月

13日 

NUQ-RU International Workshop: 
“Facing the Challenges of 
International Coexistence in Asia 
Today: Welcoming the Migrants, 
Diasporas, and Refugees of the World,” 
Ritsumeikan University 

 

46 
Aoi 
Mochizuki 

“Prospects for Inclusion of 
Immigrants and Refugees: The 
Case of Japan with Special 
Consideration of its “Cultural 
Coexistence”” 

2023年8月

24日 
The Migration Conference 2023, 
Hamburg University, Germany 

 

47 
Aoi 
Mochizuki 

“Building Resilience in Jordan 
after the Syrian Refugee Crisis: 
Focusing on Refugees’ 
Securitization” 

2023年10月

14日 

International Workshop: “Exploring 
Social Resilience of Jordan: Formal 
and Informal Resource Allocations,” 
Ritsumeikan University 

 

48 望月葵 
「難民のセキュリタイゼーション：

地中海域・中東をめぐる国境管理と

「域外地域」構築の動向」 

2023年11月

11日 
日本国際政治学会2023年度研究大会, 
福岡国際会議場 

 

49 
Aoi 
Mochizuki 

“The Basis of Muslims’ Livelihoods 
in Western Europe and Related 
Halal Issues: From the Case 
Studies of Syrian Refugees,” 

2023年11月

29日 

1st International Conference on 
Islamic and Halal Economic Studies 
(ICIHES 2023) & 3rd International 
Conference on Islamic Law, Economics 
and Finance (SPEKI 2023), Putrajaya 
Marriott Hotel, Malaysia 

 

50 
Aoi 
Mochizuki 

“Challenges to Cultural 
Coexistence in the Century of 
Refugees: Belongingness for 
Syrian Refugees Today” 

2023年12月

2日 
Asia Pacific Conference 2023, 
Ritsumeikan Asia Pacific University 

 

51 米田優作  
エジプト権威主義体制下におけるサ

ラフィー主義者の政治姿勢：ヌール

党関係者の著作分析から 

2023年5月

14日 
日本中東学会第39回年次大会, 筑波大

学 
 

52 
Yusaku 
Yoneda 

“Intellectual Transformation of the 
Salafi Call after the 2011 Political 
Participation: A Discourse 
Analysis of Religious 
Organizations and Political Party 
Officials” 

2023年7月4
日 

BRISMES Annual Conference 2023 
“Ecology, Crisis, and Power in the 
Middle East”, University of Exter, UK 

 

53 
Yusaku 
Yoneda 

“Islam and Politics in Egypt after 
the 2011 Arab Spring: Focusing on 
the Analysis of Salafists as New 
Political Actors” 

2023年8月8
日 

ISA Asia-Pacific Region Conference 
2023, Waseda University 

 

54 
Yusaku 
Yoneda 

"Towards a New Understanding of 
Contemporary Salafism Studies: 
Reconsidering 'the political' for 
Egypt’s al-Da‘wa al-Salafīya" 

2023年8月

21日 

The Japan-Jordan International 
Research Workshop. “Everyday Life 
and Social Dynamics in the Middle 
East: Towards a New Analytical 
Perspective”, Online 

 

55 米田優作 

「現代イスラーム思想のなかのサラ

フィー主義（運動）：エジプトと湾

岸アラブ諸国との間の思想的共振／

競合に着目して」 

2023年10月

10日 
第60回AJI研究最前線セミナー, オン

ライン開催 
 

56 米田優作 
「『アラブの春』以後のエジプトに

おける『イスラーム』と『政治』：

2024年2月2
日 

日本学術振興会カイロ研究連絡センタ

ー定例懇話会（2023年度第9回）, エ
 



ダアワ・サラフィーヤの思想変容を

中心に」 
ジプト, カイロ 

57 米田優作 
「政教関係・政治学・思想研究の交

叉路：現代エジプトのサラフィー主

義と政治を研究する立場から」 

2024年2月

24日 
第1回GSMEIAS研究報告会, 広島大

学東千田キャンパス 
 

 
４．主催したシンポジウム・研究会等 

No. 発表会議名 開催場所 発表年月 来場者数 共催機関名 

1 

The CMEIS-CSS Joint International 
Workshop “Exploring Social Resilience 
of Jordan: Formal and Informal 
Resource Allocations” 

立命館大学平井嘉

一郎記念図書館カ

ンファレンスルー

ム 

2023年10月 
15名（クロ

ーズド） 

立命館大学国際地域研究所、同国際関係研究

科、立命館先進研究アカデミー（RARA）、同

国際共同研究促進プログラム、科研費国際共

同研究強化B（代表：末近） 

2 

International Seminar, A Dialogue 
between two Middle Eastern Feminists: 
social changes, books, and forming 
feminist selves. （二人の中東出身フェ

ミニストの対話：社会変革、本、そして

フェミニストとして生きること） 

立命館大学平井嘉

一郎記念図書館カ

ンファレンスルー

ム 

2023年6月 130名 
立命館大学ジェンダー研究会主催、CMEIS/
科研(A)：イスラーム・ジェンダー学と現代的

課題に関する応用的・実践的研究共催 

3 

Mustafa Abdalla氏講演 “When Mecca 
calls: Mobility in the context of 
Pilgrimage and the conversion to Islam 
in a Malian Village” 

立命館大学恒心館

302 
2023年10月 5名 

国際共同研究加速基金（B）「ポスト・アラ

ブの春時代における中東ムスリムのグローバ

ル移動と社会関係の複合的再編」主催、基盤

（B）「『北部アフリカ』におけるイスラー

ム的知識の生成・共有と社会変革の論理」／

CMEIS共催 

4 

The Public Seminar with Mustafa 
Abdalla: Disease as a Form of Silent 
Resistance: Engaging in Disease 
Markets to Attain Healthcare Services
（公開セミナー「病気という無言の抵抗

——医療サービスへのアクセスを目的と

した疾病市場への参入」） 

東京外国語大学本

郷サテライト4階

セミナー室 
2023年10月 15名 

基盤研究（A）「イスラーム・ジェンダー学

と現代的課題に関 
する応用的・実践的研究」主催、国際共同研

究強化(B)「ポスト・アラブの春時代における

中東ムスリムのグローバル移動と社会関係の

複合的再編」／基盤研究（A）「空間・暴

力・共振性から見た中東の路上抗議運動とネ

イション再考：アジア、米との比較」共催 

5 

Graduate Seminar with Prof. Leon 
Buskens, “HERITAGE AND 
CULTURAL AUTHENTICITY: 
Creating A National Culture In 
Morocco” 

立命館大学諒友館

308 
2024年1月 20名 

国際共同研究加速基金（B）「ポスト・アラ

ブの春時代における中東ムスリムのグローバ

ル移動と社会関係の複合的再編」主催 

6 
第1回GSMEIAS（「中東・イスラーム

地域研究 院生研究会」）研究報告会 
広島大学東千田キ

ャンパス 
2024年2月24
日 

4名 

主催：中東・イスラーム地域研究 院生研究会

（GSMEIAS）／共催：現代中東政治研究ネ

ットワーク（CMEPS-J）および立命館大学

中東・イスラーム研究センター（CMEIS） 

7 
CMEIS Book Launch「『テロとの戦

い』との闘い」 
オンライン開催 2023年5月 20名  

8 
CMEIS Book Launch「グローバル課題

としての難民再定住」 
オンライン開催 2023年6月 19日  

9 
CMEIS Book Launch「ケマル・アタテ

ュルク」 
オンライン開催 2023年12月 21名  

10 
CMEIS Book Launch「講義 ウクライ

ナの歴史」 
オンライン開催 2024年1月  12名  

11 
CMEIS Book Launch「イスラーム・デ

ジタル人文学」 
オンライン開催 2024年3月 20名 アジア・日本研究所 

12 現代中東研究コロキアム第6回研究会 オンライン開催 2023年6月 36名 
現代中東政治研究ネットワーク（CMEPS-
J） 

13 現代中東研究コロキアム第7回研究会 

東京外外国語大学

本郷サテライト

（ハイブリッド開

催） 

2023年9月 40名 
現代中東政治研究ネットワーク（CMEPS-
J） 

14 現代中東研究コロキアム第8回研究会 
立命館大学朱雀キ

ャンパス（ハイブ

リッド開催） 
2024年1月 23名 

現代中東政治研究ネットワーク（CMEPS-
J） 

15 
「中東・イスラーム研究の新潮流 変容

と危機の時代を考える」 
オンライン開催 2024年1月 30名 アジア・日本研究所等 

 



５．その他研究活動（報道発表や講演会等） 

No. 氏名 研究業績名 発表場所等 研究期間 

1 末近浩太 「＜総説＞レバノンという国」 アジア・日本研究Webマガジン『アジア・マップ』Vol.1 2023年7月20日掲載 

2 末近浩太 
「中東政治：中東を「難しい」で

終わらせないために」 
αSYNODOS vol.319 2024年1月 

3 末近浩太 
「中東を「難しい」で終わらせな

いために（世界の現在）」 
『小日本』第46号, pp14-17 2024年3月 

4 
Kota Suechika, Takuro 
Kikkawa, Fukiko 
Ikehata, et al. 

“Middle East Public Opinion 
Survey: Jordan 2023” （共著） 

CMEIS Report, No. 11 (Research Resources) 2023年7月11日 

5 
Kota Suechika, Takuro 
Kikkawa, Fukiko 
Ikehata, et al. 

“Middle East Public Opinion 
Survey: Lebanon 2024” （共著） 

CMEIS Report, No. 12 (Research Resources) 2024年3月14日 

6 末近浩太 
「ハマス・イスラエルと世界の

「アポリア」」（立山良司・錦田愛

子との対談） 
『外交』Vol. 82, 2023年11/12月号, pp. 6-17 2024年1月 

7 末近浩太 
我々は中東・イスラームの何を

知っているのか（須賀川拓 TBS
テレビ中東支局長との対談）」 

2023 年「立命館セミナー」,「SOAS University of 
London 

2023年8月1日 

8 末近浩太 
「パレスチナ問題から中東情勢

を眺望する」 
朝日カルチャーセンター京都教室 2023年12月19日 

9 末近浩太 
混迷の中東政治を読む：なぜ紛

争が絶えないのか（現代社会を

読み解く） 

『中東・イスラーム学び直し―地域研究が描き出す政

治・文化・宗教』, 立命館アカデミックセンター講座,オ
ンライン開催 

2024年1月17日 

10 末近浩太 「ガザ危機を見る視座」 
立命館ピース・ネットワーク公開学習会, 立命館大学・

ハイブリッド開催 
2024年1月22日 

11 末近浩太 
「中東政治を理解する：その仕

組みと展望」 
金融財政事情研究会 金曜例会, 一般社団法人金融財政

事情研究会 
2024年2月2日 

12 末近浩太 
中東を脱神話化する：異文化理

解と情勢分析のあいだで」 
立命館西園寺塾2023年度梅原文明コース,「立命館東京

キャンパス 
2024年2月3日 

13 末近浩太 
「トルコ・シリア大地震（現代の

ことば）」 
『京都新聞』夕刊, 1面 2023年4月17日 

14 末近浩太 
「世界を左右する中東の新局面

（発言）」 
『毎日新聞』朝刊, 13面 2023年6月8日 

15 末近浩太 
「ブダペストの恐怖の館（現代

のことば）」 
『京都新聞』夕刊, 1面 2023年6月8日 

16 末近浩太 
「欧州とアルゼンチン（現代の

ことば）」 
『京都新聞』夕刊, 1面 2023年8月15日 

17 末近浩太 
「パスポートの「強さ」（現代の

ことば）」 
『京都新聞』夕刊, 1面 2023年9月29日 

18 末近浩太 

「貨物船乗っ取りのフーシやハ

マスも 「親イラン組織」の勢力

図とは（イスラエル・パレスチナ 

対立の真相 第38回」 

朝日新聞デジタル 2023年11月24日 

19 末近浩太 
「二者択一を超えて（現代のこ

とば）」 
『京都新聞』夕刊, 1面 2023年11月30日 

20 末近浩太 
ハマスはどう壁を越えたのか 

動画で見る「異例づくし」の10・
7」 

「朝日新聞デジタル 2023年12月7日 

21 吉川卓郎 
ガザ情勢とカタール外交につい

て解説 
BS-TBS「報道1930」 2023年10月31日 

22 吉川卓郎 
APU での中東研究や大学教育

について 
『UPDATE 知の現場』, 日本経済新聞 2024年3月27日 

23 嶋田晴行 
おなじ空の下～小千谷とウクラ

イナ 8000kmの祈り～ 
BSNニュース ゆうなび スペシャル, 新潟放送 2023年5月26日 

24 竹田敏之 
「アラビア語の不思議さから読

みとるイスラームと現代アラブ

社会」 

『中東・イスラーム学び直し―地域研究が描き出す政

治・文化・宗教』,立命館アカデミックセンター講座,オ
ンライン開催 

 

25 鳥山純子 

「『家父長制ホラー』が照らすシ

ステムからの脱却」Islam映画祭

トークセッシ 

神戸元町映画館 2023年4月30日 



ョン 

26 鳥山純子 
「中東で政治化される女性身体

【イラク戦争から20年②】」 

聡子の部屋第41回, オンライン・ Readin’ Writin’ Book 

Store 
2023年5月19日 

27 鳥山純子 
「イスラームと『マザコン』―母
子関係から考える現代中東のジ

ェンダー」 

『中東・イスラーム学び直し―地域研究が描き出す政

治・文化・宗教』,立命館アカデミックセンター講座,オ
ンライン開催 

2024年2月8日 

28 鳥山純子 
「解説 二〇年越しの出会い、

ディーワーンとナディアと

『SHELF LIFE』」 

ナディア・ワーセフ著、後藤絵美訳『シェルフ・ライフ

―カイロで革新的な書店を愛し育て、苦悩した記録』, 株
式会社G.B., pp. 378-380 (p. 399) 

2023年7月18日刊行 

29 鳥山純子 
「学外研究の成果――モロッコ

で、言語と愛と羞恥心について

考えた」 

『News Letter, Faculty of International Relations』第

59号, pp. 6-11 
2023年 

30 馬場多聞 
『ケマル・アタテュルク：オスマ

ン帝国の英雄、トルコ建国の父』 
（デイスカッサント） 

CMEIS Book Launch 21, オンライン開催 2023年12月22日 

31 ハシャン・アンマール 

「イスラーム社会における「言

葉」の力：ワファー（契約の誠実

履行）から見る「信頼形成」の基

盤 【前編】」 

『イスラーム信頼学ブログ』 
https://connectivity.aa-ken.jp/newsletter/1866/ 

2023年10月18日掲載 

32 ハシャン・アンマール 

「イスラーム社会における「言

葉」の力：ワファー（契約の誠実

履行）から見る「信頼形成」の基

盤 【後編】」 

『イスラーム信頼学ブログ』 
https://connectivity.aa-ken.jp/newsletter/1868/ 

2023年10月18日掲載 

33 Fitrio Ashardiono 

Perubahan iklim membuat 
kopi arabika berkualitas tinggi 
semakin sulit didapatkan di 
Indonesia?（気候変動により、

インドネシアで高品質のアラビ

カコーヒーを入手することがま

すます困難になっているか？）

（インタビュー） 

BBC Indonesia, 
https://www.bbc.com/indonesia/articles/c9e5jnmn0edo 

2023年10月30日 

34 足立真理 

藤田大生（九州大学大学院地球

社会統合科学府）『海外デジタル

事業者への課税に関するインド

ネシアの政治過程（修論・提出済

み）』（コメンテーター） 

東南アジア学会修論・博論発表会, オンライン開催 2024年3月21日 

35 黒田彩加 
「イスラームとは何か」「イス

ラーム思想の挑戦」 
阪神シニアカレッジ国際理解学科 2023年11月21日 

36 黒田彩加 
「中東における宗教と政治」

「激動の中東情勢を読む」 
阪神シニアカレッジ国際理解学科 2023年12月8日 

 
６．受賞学術賞 

No. 氏名 授与機関名 受賞名 タイトル 受賞年月 

なし      

 
７．科学研究費助成事業（科研費） 

No. 氏名 研究課題 研究種目 開始年月 終了年月 役割 

1 末近浩太 
「歴史的シリアにおける国家変容の研

究：混合的手法による新たな中東地域研

究の開発」 
基盤研究(A) 2023年4月 2027年3月 代表 

2 末近浩太 
「危機下の東アラブ諸国における社会的

レジリエンスの実証研究：ヨルダンの事

例から」 

国際共同研究加速基金（国際共同研

究強化(B)） 
2022年10月 2025年3月 代表 

3 末近浩太 
「現代中東における「政治の宗教化」と

「宗教の政治化」：ムスリム同胞団の比較

事例研究」 
基盤(B)（代表：横田／明治大学） 2023年4月 2026年3月 分担 

4 末近浩太 
「ハイブリッド戦争時代における新たな

安全保障学の構築―中東ユーラシア地域

の事例から」 
基盤(A)（代表：中西／同志社大学） 2022年4月 2025年3月 分担 



5 末近浩太 
「政治体制としての代議制民主主義の現

状と可能性ー東地中海地域の事例から」 
基盤(A)（代表：月村／同志社大学） 2022年4月 2027年3月 分担 

6 末近浩太 
「現代イスラームにおける法源学の復権

と政治・経済の新動向：過激派と対峙す

る主流派」 
基盤研究(A)（代表：小杉） 2019年4月 2024年3月 分担 

7 末近浩太 
「空間・暴力・共振性から見た中東の路

上抗議運動とネイション再考：アジア、

米との比較」 
基盤研究(A)（代表：酒井／千葉大学） 2021年4月 2024年3月 分担 

8 末近浩太 
「中東の非国家武装主体の越境的活動に

関する比較研究」 
基盤研究(B)（代表：高岡／東京外国

語大学） 
2021年4月 2024年3月 分担 

9 末近浩太 
「関係性を中心とした融合型人文社会科

学のための国際学術ネットワークの確立

と活性化」 

新学術領域研究（国際活動支援班）

繰越金 
2016年6月 2024年3月 分担 

10 吉川卓郎 
「ヨルダン政治と部族社会：南部の政治・

社会・経済に関する現地調査を中心に」 
国際共同研究加速基金（国際共同研

究強化(A)） 
2019年10月 2024年3月 代表 

11 吉川卓郎 
「歴史的シリアにおける国家変容の研

究：混合的手法による新たな中東地域研

究の開発」 
基盤研究(A)（代表：末近） 2023年4月 2027年3月 分担 

12 吉川卓郎 
「現代中東における「政治の宗教化」と

「宗教の政治化」：ムスリム同胞団の比較

事例研究」 
基盤(B)（代表：横田／明治大学） 2023年4月 2026年3月 分担 

13 吉川卓郎 
「危機下の東アラブ諸国における社会的

レジリエンスの実証研究：ヨルダンの事

例から」 

国際共同研究加速基金（国際共同研

究強化(B)）（代表：末近） 
2022年10月 2025年3月 分担 

14 小杉泰 

「現代イスラームにおける法源学の復権

と政治・経済の新動向：過激派と対峙す

る主流派」 
基盤研究(A) 2019年4月 2024年3月 代表 

15 嶋田晴行 
「米国の対アフガニスタン政策の失敗の

要因とアフガニスタンの今後」 
基盤研究(C) 2022年4月 2025年3月 代表 

16 鳥山純子 
「2011 年革命後エジプト都市部におけ

る「ろくでなし」社会研究」 
若手研究 2020年4月 2024年3月 代表 

17 鳥山純子 
「ポスト・アラブの春時代における中東

ムスリムのグローバル移動と社会関係の

複合的再編」 

国際共同研究加速基金（国際共同研

究強化(B)） 
2019年10月 2024年3月 分担 

18 鳥山純子 
「イスラーム・ジェンダー学と現代的課

題に関する応用的・実践的研究」 
基盤研究(A) 2020年4月 2024年3月 分担 

19 馬場多聞 
「中世のイエメンにおける人々の移動性

に関する研究」 
基盤研究(C) 2023年4月 2027年3月 代表 

20 馬場多聞 「イスラーム共同体の理念と国家体系」 学術変革領域研究(A) 2020年11月 2025年3月 分担 

21 山下範久 
「グローバル関係論の時間論的基礎付け

のための比較理論研究」 
基盤研究(B) 2021年4月 2025年3月 分担 

22 池端蕗子 
「イスラーム諸国の信頼情勢と合意形

成：人類互敬・同胞精神と現実政治の拮

抗の中で」 
学術変革領域研究(A) 2023年4月 2025年3月 代表 

23 池端蕗子 
「中東の国家間対立と「公的イスラーム」

の役割：国家の正統性と法学者ネットワ

ーク」 
若手研究 2022年4月 2025年3月 代表 

24 池端蕗子 
「危機下の東アラブ諸国における社会的

レジリエンスの実証研究：ヨルダンの事

例から」 

国際共同研究加速基金（国際共同研

究強化(B)）（代表：末近） 
2022年10月 2025年3月 12 

25 小澤一郎 
「交易・交流の場としてのマクラーンと

近代」 
若手研究 2023年4月 2028年3月 代表 

26 竹田敏之 
「ネット時代に復興する詩と語り物：ア

ジア西方イスラーム圏のオーラル文化の

現状と展望」 
基盤研究(B) 2023年4月 2027年3月 代表 

27 
ダヌシュマ

ン イドリ

ス 

「非アラブにおける穏健イスラームの研

究―インドネシア・パキスタン・トルコ

の事例から」 
基盤研究(A) 2022年4月 2027年3月 分担 

28 
ダヌシュマ

ン イドリ

ス 

「ネット時代に復興する詩と語り物：ア

ジア西方イスラーム圏のオーラル文化の

現状と展望」 
基盤研究(B) 2023年4月 2027年3月 分担 

29 
ハシャン ア

ンマール 

「アジア・ムスリム諸国の相互扶助の新

展開：ポスト新自由主義期のイスラーム

経済再構築」 
基盤研究(B) 2021年4月 2026年3月 代表 



30 
ハシャン ア

ンマール 

「イスラーム法のワファー（契約の誠実

履行）の概念と適用：社会・経済の信頼

関係」 
学術変革領域研究(A) 2023年4月 2025年3月 代表 

31 
アシャデオノ 

フィトリオ 

「気候変動への対応策と農業現場での制

作主体：インドネシア・コーヒー農協の

GI取組み」 
若手研究 2022年4月 2025年3月 代表 

32 足立真理 
「東南アジアのザカート制度化の際をめ

ぐる実証研究」 
研究活動スタート支援 2019年8月 2024年3月 代表 

33 足立真理 
「グッド・ガバナンス論再考のためのイ

ンドネシア地域研究：ビッグデータ分析

の試み」 

国際共同研究加速基金（国際共同研

究強化(B)） 
2019年10月 2024年3月 分担 

34 足立真理 
「現代インドネシアの宗教間対話と生協

関係」 
基盤研究(C) 2020年4月 2024年3月 分担 

35 足立真理 
「アジア・ムスリム諸国の相互扶助の新

展開：ポスト新自由主義期のイスラーム

経済再構築」 
基盤研究(B) 2021年4月 2026年3月 分担 

36 足立真理 
「イスラミック・ツーリズムにおける観

光経験の宗教資源フローをめぐる実証研

究」 
基盤研究(B) 2021年4月 2025年3月 分担 

37 黒田彩加 
「民主化失敗以降のアラブ政治変動と穏

健派イスラームの国際的思想構築」 
若手研究（繰越） 2020年4月 2024年3月 代表 

38 黒田彩加 
「アジア・ムスリム諸国の相互扶助の新

展開：ポスト新自由主義期のイスラーム

経済再構築」 
基盤研究(B) 2021年4月 2026年3月 分担 

39 桐原翠 
「2020年代のイスラーム経済：マレーシ

ア発ハラール経済イニシアチブの戦略と

展望」 
若手研究 2023年4月 2026年3月 代表 

40 望月葵 
「ポスト・コロナ期の多文化共生の課題

と難民・避難民の再定住：離散シリア難

民を事例に」 

研究活動スタート支援 2022年8月 2024年3月 代表 

 
８．科研費を除くすべての外部資金（政府系、民間財団、民間企業との共同研究費等） 

No. 氏名 研究課題 資金制度・研究費名 採択年月 終了年月 役割 

なし       

 
９．知的財産権 

No. 氏名 名称 
出願人 
区分 

発明人 
区分 

出願番号 公開番号 登録（特許）番号 国 

なし         

 


